
平成 26 年 2 月 19 日 

筑波大学 

内部情報データの流出について 

 

１． 概要 

 

一部の事務室内で使用していた、ネットワーク接続ストレージ（Network Attached 

Storage: ＮＡＳ）(*1)のセキュリティ設定が適切ではなかったため、約450人の学生

や教職員等の内部情報が流出し、一定期間検索サイトで閲覧可能となっていた。 

 

２． 経緯 

 

(1) 平成26年1月16日、事務担当者が検索サイトで内部情報の流出を発見した。担

当者は、事務室内のＮＡＳからのデータ流出が懸念されたため、すぐに疑いのあ

るディスクのケーブルを外し、検索サイトに対してキャッシュデータ(*2)の削除

を要請した。 

(2) 1月23日、学生から検索サイトで自分の情報が見えているとの申し出があり、

その検索情報から、事務室で使用しているＮＡＳからデータ流出したものが他

にもあることが確認された。 

(3) 1月26日、本学からの削除要請により、検索サイトのキャッシュデータが削除

されたことを確認した。 

(4) その後、関係する学生並びに教職員等に対して、説明及び謝罪を行ってきた。 

 

３． 原因 

 

事務室内で使用していたＮＡＳに、適切なアクセス制限を施していなかったため、

検索エンジンの情報収集機能によってデータが流出したものと思われる。しかし、

今までデータ流出情報は一切確認されていなかった。 

 

４． 学長コメント 

 

個人情報の取り扱いにつきましては、適切な管理の徹底を図っていたところでは

ありますが、今回のような事案が発生いたしましたことは大変遺憾なことであると

同時に、学生並びに教職員等の皆様に対しまして深くお詫びを申し上げる次第でご

ざいます。 

本学といたしまして、今回の事態を重く受け止め、今後このようなことが発生し

ないよう改めて個人情報の管理を徹底するとともに、大学の情報セキュリティ及び

教職員に対する教育・指導をさらに強化いたします。 

 



５． 今後の対応 

 

(1) 関係する学生並びに教職員等に対して、電話や面談若しくは学長名での郵送

による書面での説明及び謝罪を行ってきた。今後も問い合わせには誠意をもっ

て対応を行う。 

(2) 再発防止のため、次の取り組みを実施。 

① 学内の情報セキュリティ対策を強化 

② 個人情報の管理及び情報セキュリティの教職員に対する教育・指導の強化 

 

６． 問合せ先 

 

広報室 大日向 正人 

 （電話） ０２９－８５３－２０６１ 

 （ＦＡＸ） ０２９－８５３－２０１４ 

 

用語解説 

*1 ネットワーク接続ストレージ（Network Attached Storage: ＮＡＳ） 

ネットワークに直接接続し、コンピュータなどからネットワークを通じてアクセスできる外

部記憶装置(ストレージ)。企業や家庭内のLANで共有ファイルなどの保存に利用される。

(http://e-words.jpより引用) 

*2 キャッシュデータ 

検索サイトが、情報収集機能により収集した情報を、高速に検索させるなどのため、一時的

に保存しておくデータ。 

 


